
総合戦略に係る新規施策について

1 お試し移住事業 まちづくり課

南町旧教職員住宅を活用し、より多くの「ひと」に奈井江町を知って
もらうためのPRとして移住体験事業を実施し、定住支援の拡充を
図る。

●短期から中長期の移住体験（２泊３日以上）
●滞在期間中、まちのイベントの参加や町内施設利用、農産物の
   PR等を行う。
●事業期間　　５月上旬から１月まで
●利用料金　　２泊３日　　1,082円/人（とわに）
　　　　　　　　　 延泊（日額）　718円/人（ないえ）

2
教員退職者などを活用した放
課後学習指導の実施

教育委員会

子どもたちが身に着けるべき学習の基礎・基本の定着と学習習慣
の定着を目的とした小学生放課後学習指導を実施する。

●放課後に小学校で退職教員等を活用して行う。
●週3回　1日2時間程度
●宿題等の学習支援

3 中心市街地活性化交流事業 ふるさと商工課
商工会・農協・町が連携し、多機能型交流施設と商店街やみなク
ル、文化ホールが一体的となり、中心市街地に「ひと」を呼び込む
施策を展開する。

4 第３子出生負担の軽減 おもいやり課

子育て世代の経済的負担を軽減するため、第３子以降の学童保育
利用料を無料にする。
　
●対象者数　H27：7人、H28：8人、H29以降： 9人

5 不妊治療費負担軽減事業 健康ふれあい課

高額な不妊治療に係る医療費の負担を軽減するため、不妊治療
に係る費用の一部を助成し、子どもを望む家庭の希望をかなえる。

●対象者見込み　年間2名
●年間助成件数　 1名3回
●助成額  1回　15万円（排卵を伴う治療）
　　　　　　  1回　7万5千円
                     （排卵を伴わない治療や中止した場合）
●助成回数　　　　通算助成回数　6回

6 予防接種事業の助成拡充 健康ふれあい課

おたふく、ロタウィルスの予防接種費用は高額であり、接種率が低
く、患者の発症と流行が懸念されることから、予防接種費用の助成
を行い、蔓延と重症化を予防する。

●対象者　おたふく　　　 １歳以上就学前までの幼児
　　　　　　　H28年度対象者　H22～H27　168人×50%＝84人
　　　　　　　H29年度以降　　 年間30人見込む
　　　　　　　ロタウィルス　生後６週～24週までの乳児
　　　　　　　年間25人見込む
●治療費　おたふく　　　　5,000円（１回接種）
　 　　　　　 ロタウィルス　15,000円（２回接種）

7
奈井江版ＣＣＲＣ（生涯活躍
のまち）構想の推進

健康ふれあい課

高齢者がこれからも安心して暮らすことができるまちづくりを推進す
るため、「住まい」問題の解消と医療・介護との一体的な提供が可
能となるよう、町立国保病院の病棟を再編し、サービス付き高齢者
向け住宅を整備するとともに、各種施策と連携しながら、いつまで
も健康で活力のある生活がおくれる仕組みづくりを構築する。

●町立国保病院内にサービス付き高齢者向け住宅を整備
●各種施策と連携した奈井江版ＣＣＲＣ構想を推進
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総合戦略に係る新規施策について

H28 H29 H30 H31 計

1 お試し移住事業 まちづくり課

南町旧教職員住宅を活用し、これまでの定住支援の拡充を図りより多くの「ひと」に
奈井江町を知ってもらうためのPRとして移住体験事業を実施する。

●短期から中長期の移住体験（２泊３日以上）
●滞在期間中、まちのイベントの参加や町内施設利用、農産物のPR等を行う。
●事業期間　　５月上旬から１月まで
●利用料金　　２泊３日　1,082円/人（とわに）
　　　　　　　　　 延泊　　　　718円/人（ないえ）

481 481 481 481 1,924

●住宅の光熱水費
   　電気・ガス・水道
   　布団クリーニング 等
●町イベント参加経費
　  　農産物
    　温泉回数券
    　コンサートチケット
    　プール回数券
    　寿公園パークゴルフ場利用券

2 放課後学習指導事業 教育委員会

子どもたちが身に着けるべき学習の基礎・基本の定着と学習習慣の定着を目的とし
た小学生放課後学習指導を実施する。

●放課後に小学校で退職教員等を活用して行う。
　　（有資格者時給1,000円、無資格者770円）
●週3回　1日2時間程度
●宿題等の学習支援

300 420 420 420 1,560 退職教員等の人件費

3
中心市街地交流活性化
推進事業

ふるさと商工課
商工会・農協・町が連携し、多機能型交流施設と商店街やみなクル、文化ホールが
一体的となり、中心市街地に「ひと」を呼び込む施策を展開していく。

300 300 300 300 1,200 多機能型交流施設商店街活性化交付金

4
第３子出生負担の軽減
の拡充

おもいやり課

学童保育利用料の第3子以降無料化
　（こども園第3子以降無料化との整合性）
　
●対象者数　H27　7人　H28　8人　H29以降 9人

327 368 368 368 1,431
1人当たりの年間平均利用料
　　　　　　　　　　　　　　　　40,800円

5 不妊治療負担軽減事業 健康ふれあい課

高額な不妊治療に係る医療費の負担を軽減するため、また、妊娠前から子育て期
までの一貫した支援体制を整備するため、不妊治療に係る費用の一部を助成する。

●対象者見込み　年間2名
●年間助成件数　 1名3回
●助成額  1回　15万円（排卵を伴う治療）
　　　　　　  1回　7万5千円
                     （排卵を伴わない治療や中止した場合）
●助成回数　　　　通算助成回数　6回

900 900 900 900 3,600
特定不妊治療費助成事業

　　15万円×2人×3回=900千円

6 予防接種費用助成拡充 健康ふれあい課

任意予防接種費用は高額であるため、接種率が低く、患者の発症と流行が懸念さ
れる。そのため、おたふく、ロタウィルスの予防接種に係る費用の助成を行い、蔓延
と重症化を予防する。

●対象者　おたふく　　　 １歳以上就学前までの幼児
　　　　　　　H28年度対象者　H22～H27　168人×50%＝84人
　　　　　　　H29年度以降　　 年間30人見込む
　　　　　　　ロタウィルス　生後６週～24週までの乳児
　　　　　　　年間25人見込む
●治療費　おたふく　　　　5,000円
　 　　　　　 ロタウィルス　15,000円（ロタ　年間２回接種）

1,170 900 900 900 3,870

初年度
　　H22 35人、H23 27人、H24 21人
　　H25　33人、H26 31人　計84人
H29以降
　　おたふく　30人、ロタ　25人

3,478 3,369 3,369 3,369 13,585

年度別予算額（千円）
予算の主な内容

計
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